
令 和 5年 度 事 業 報 告 書 （ 令 和 5年 4月 1日 か ら 令 和 6年 3月 31日 ま で ）
１ 　 事 業 の 報 告 と 成 果
感 染 症 が 沈 静 化 し 日 常 が 戻 っ て は い る が 気 候 変 動 は 予 断 を 許 さ な い 。 ま ち づ
く り は 多 様 化 し 、 情 報 化 が さ ら に 複 雑 に 進 む 中 、 目 に み え る 町 家 の 利 活 用 は 今
ま で 以 上 に 注 目 さ れ て い る が 、 こ こ 倉 敷 の 中 心 市 街 地 で は 、 解 体 さ れ る か 収 益
を 目 的 に し た 事 業 所 や 店 舗 へ 改 変 さ れ る こ と が 大 半 で 、 利 活 用 に は 多 く の 課 題
が 顕 在 化 し て い る 。
そ も そ も 町 家 は 街 道 筋 に 集 ま っ た 様 々 な 職 種 の 住 民 が 地 域 と と も に 暮 ら し を
営 む 場 所 で あ り 、 地 域 固 有 の 風 土 的 か つ 歴 史 的 に 時 間 を か け て 作 り 上 げ ら れ た
も の で あ る 。 ま た 、 ま ち は 周 辺 環 境 と 一 体 と な っ た 生 活 共 同 体 で 、 家 屋 は 生 活
と 生 業 が 一 体 の 住 居 だ っ た こ と も 物 理 的 空 間 の 特 徴 で あ っ た 。
激 変 す る 地 域 環 境 は 外 部 か ら の 多 様 な 価 値 観 の 影 響 ば か り で は な く 内 部 で の
変 化 も あ り 、 地 域 の 価 値 体 系 を 受 け 継 ぐ こ と を 困 難 に し て い る 状 況 が 進 ん で い
る 。 こ の 年 度 は 各 地 へ 出 か け 、 専 門 家 や 活 動 家 た ち と 交 流 で き た こ と で 、 地 域
の 大 切 な も の を 改 め て 見 直 す 良 い 機 会 と な っ た 。 特 に こ の 地 域 で の 町 家 の 再 生
利 活 用 は 住 宅 を 中 心 に し た 暮 ら し の 機 能 を 再 生 す る こ と の 大 切 さ を 改 め て 意 識
で き た こ と が 大 き な 成 果 で あ っ た 。
「 御 坂 の 家 」 は 観 光 需 要 が 増 し た こ と も あ り 稼 働 率 は 高 く な っ て い る 。 「 宮
坂 町 の 家 」 は 地 域 ・ 家 庭 に な く て は な ら な い 場 づ く り と 活 動 を 進 め ,「 岡 山 子 ど
も 食 堂 支 援 セ ン タ ー 」 が 入 居 し て 、 ま す ま す 子 ど も た ち の 日 常 の 支 援 が 進 む こ
と が 期 待 さ れ る 。 ま た 、 数 件 の 町 家 の 利 活 用 も 進 み つ つ あ る 。
「 備 中 町 並 み ネ ッ ト ワ ー ク 」 に 参 加 し １ ０ 回 目 に な り 「 町 家 deク ラ ス 」 事 業
で は ま ち 歩 き を 中 心 に プ ロ グ ラ ム を 作 り 好 評 だ っ た 。 し か し 高 梁 川 流 域 の 地 域
づ く り の 現 場 は 想 像 以 上 に 課 題 が 多 い こ と を 実 感 し た 。 備 中 ゼ ミ で は 各 地 の 地
域 活 動 の 現 場 を 知 る 良 い 機 会 と な っ た 。
高 梁 川 流 域 連 携 事 業 で 実 施 し た 「 総 社 市 商 店 街 地 区 建 築 物 残 存 調 査 」 は 今 ま
で の 調 査 に 加 え 空 き 家 の 調 査 も 並 行 し て 行 わ れ 、 具 体 的 な 利 活 用 の き っ か け が
進 み 、 「 空 き 家 ・ 空 き 店 舗 利 活 用 事 業 」 で は 新 し い 試 み が 進 ん で い る 。
倉 敷 シ テ ィ キ ャ ン パ ス プ ロ ジ ェ ク ト を ノ ー ト ル ダ ム 清 心 女 子 大 学 と 連 携 、 い
く つ か の 拠 点 整 備 に 関 わ り 、 好 評 の く ら し き づ く り マ ッ プ も 今 年 増 刷 し た 。

エ フ エ ム く ら し き と 市 内 企 業 の 協 賛 を 得 て 昨 年 に 引 き 続 き 「 高 校 生 ト ー ク セ
ッ シ ョ ン 」 で は 市 内 １ ０ 校 の 参 加 で 各 高 等 学 校 の 活 動 を 知 る 良 い 機 会 が 提 供 で
き た 。

官 民 連 携 ま ち な か 再 生 推 進 事 業 で は 多 く の 団 体 関 係 者 を 巻 き 込 ん で 「 く ら
し ・ き ・ に な る エ リ ア プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 」 が 設 立 さ れ 、 未 来 ビ ジ ョ ン 作 り と プ
ロ ジ ェ ク ト も 進 ん だ 。
１ ） 組 織 の 認 知 と 組 織 へ の 参 加 促 進
・ ブ ロ グ 、 f a c eb o o k、 な ど 情 報 発 信 ・ メ ー ル マ ガ ジ ン ・ メ デ ィ ア で の 発 信
・ フ ォ ー ラ ム 、 シ ン ポ ジ ュ ー ム の パ ネ リ ス ト 参 加 、 各 種 ま ち づ く り 委 員 会 委

員 へ の 参 加
２ ） ま ち づ く り 活 動 の 企 画 、 協 力 、 連 携 、 提 言 、 講 演 会 な ど
　 ・ 備 中 町 並 み ネ ッ ト ワ ー ク 主 催 の 「 町 家 deク ラ ス 2 0 23」 「 備 中 町 並 み ゼ ミ 」

の 企 画 構 成 、 事 務 局 担 当
・ ま ち 歩 き な ど の 企 画 ・ 各 種 フ ォ ー ラ ム 、 講 演 会 、 協 議 会 に 参 加 し 、 発 表



・ 総 社 市 総 社 商 店 街 筋 歴 史 的 建 築 物 残 存 調 査 支 援
・ 空 き 家 ・ 空 き 店 舗 利 活 用 事 業 連 携
・ 教 育 機 関 か ら の 講 師 依 頼 （ 倉 商 、 倉 敷 南 、 倉 敷 高 校 、 倉 敷 青 陵 高 校 、 倉 敷
中 央 高 校 、 倉 敷 古 城 池 高 校 、 倉 敷 芸 科 大 、 岡 大 大 学 院 な ど ）

　 ・ 倉 敷 シ テ ィ キ ャ ン パ ス プ ロ ジ ェ ク ト 、 教 育 機 関 と の 連 携
（ ノ ー ト ル ダ ム 清 心 女 子 大 学 ・ 就 実 大 学 ）

　 ・ イ ン タ ー ン の 受 け 入 れ （ 岡 山 県 立 大 学 ）
　 ・ 高 校 生 ト ー ク セ ッ シ ョ ン （ エ フ エ ム く ら し き 、 高 梁 川 流 域 学 校 と の 共 催 ）
　 ・ 官 民 連 携 ま ち な か 再 生 推 進 事 業 で は 倉 敷 美 観 地 区 及 び 周 辺 地 区 未 来 ビ ジ ョ

ン 検 討 委 員 会 に 参 加 事 務 局 を 担 当
　 ・ 全 国 町 並 み 保 存 連 盟 小 樽 大 会 ： 分 科 会 パ ネ リ ス ト 、 各 地 か ら の 報 告 で 発 表
　 ・ 大 学 生 の 調 査 へ の 協 力 （ 大 阪 大 学 大 学 院 、 東 洋 大 学 、 追 手 門 学 院 大 学 、 周

南 大 学 、 愛 知 教 育 大 学 、 同 志 社 大 学 大 学 院 ）
３ ） 地 域 資 産 の 活 用
・ 宮 坂 町 の 家 （ こ ど も 支 援 拠 点 ）
・ 「 御 坂 の 家 」 事 業 継 続
・ ト ワ イ ラ イ ト ホ ー ム 支 援
・ 東 町 長 屋 の 入 居 者 支 援
・ 新 事 務 所 （ 本 町 11− 18） 活 用
・ 宮 坂 町 の 長 屋 の 再 生
・ そ の 他 町 家 利 活 用 相 談 多 数

４ ） 各 種 団 体 の 取 材 の 受 け 入 れ
５ ） 各 種 団 体 へ の 参 加
　 ・ 備 中 町 並 み ネ ッ ト ワ ー ク
・ 岡 山 N P Oセ ン タ ー
・ 倉 敷 東 学 区 社 会 福 祉 協 議 会
・ 全 国 ま ち 並 み 保 存 連 盟 （ 小 樽 大 会 ）
・ 高 梁 川 流 域 学 校
・ 井 上 家 住 宅 公 開 準 備 会
・ そ の 他

６ ） 事 務 局 ・ 毎 週 火 ～ 日 曜 日 開 所 （ ９ ： ０ ０ ～ １ ７ ： ０ ０ ）
　 　 倉 敷 市 本 町 11− 18

＊ 総 　 会 ： 5月 2 7日
＊ 理 事 会 ： 令 和 5年 4月 7日 、 5月 12日 、 6月 2日 、 7月 7日 、 8月 4日 、 9月 1日 、

10月 6日 、 11月 3日 、 12月 1日 、 令 和 6年 1月 12日 、 2月 2日 、 3月 1日
● 利 活 用
　 ・ 倉 敷 町 家 ト ラ ス ト 事 務 所 の 利 活 用 （ 毎 月 第 1金 曜 日 定 例 理 事 会 ）
　 ・ 宮 坂 町 の 家 （ 一 般 社 団 法 人 子 ど も 支 援 セ ン タ ー つ ば さ 岡 山 子 ど も 食 堂 支 援 セ ン タ ー ）
● 会 員 数 (令 和 6年 3月 31日 現 在 ： 2 0 0 人 、 2 8 社 )　
（ 内 訳 ： 正 会 員 36人 、 法 人 賛 助 会 員 2 8 社 、 賛 助 会 員 47 人 、 準 会 員 1 1 7 人 ）

● 御 坂 の 家 運 営
・ 利 用 日 数 　 125日 （ 宿 泊 滞 在 113日 、 貸 室 7日 、 見 学 5日 ）
・ 利 用 人 数 　 350 名 以 上 （ 滞 在 256名 、 見 学 他 10 0 名 以 上 ）
● 委 員 ・ 全 国 町 並 み 保 存 連 盟 /常 任 理 事 （ 代 表 理 事 ）

・ 備 中 町 並 み ネ ッ ト ワ ー ク / 代 表 （ 代 表 理 事 ） 事 務 局 長 （ 副 代 表 理 事 ）



・ 倉 敷 東 社 会 福 祉 協 議 会 /事 務 局 長 （ 代 表 理 事 ）
・ 倉 敷 の 自 然 を 守 る 会 / 監 査 （ 代 表 理 事 ）
・ 高 梁 川 流 域 学 校 / 副 代 表 理 事 （ 代 表 理 事 ）
・ 倉 敷 美 観 地 区 及 び 周 辺 地 区 未 来 ビ ジ ョ ン 検 討 委 員 会 / 代 表 （ 代 表 理 事 ）
・ く ら し き に な る エ リ ア プ ラ ッ ト フ ォ ー ム / 代 表 （ 代 表 理 事 ） 委 員 （ 成 清 理 事 ）
・ G 7倉 敷 労 働 雇 用 大 臣 会 合 推 進 協 議 会 / 委 員 （ 代 表 理 事 ）

● 取 材 、 新 聞 雑 誌 掲 載
＊ ラ ジ オ ： Ｆ Ｍ く ら し き 、 Ｒ Ｓ Ｋ ラ ジ オ
＊ 新 聞 ： 山 陽 新 聞 、 そ の 他

　 ＊ 雑 誌 他 、 町 並 み か わ ら 版
２ 　 事 業 の 実 施 に 関 す る 事 項
そ の 他 、 講 演 会 、 日 常 的 な パ ネ ル 展 示 、 チ ラ シ 配 布 、 な ど

１ ） 特 定 非 営 利 活 動 に 係 る 事 業 （ 概 要 ）
事 業 名 事  業  内  容 実 施 日 時 実 施 場 所 従 事 者 の

人 数
受 益 対 象 者 の 範 囲 及 び
人 数

 支 出 額
（ 千 円 ）

町 家 再 生 ・ 利 活 用 促 進 事 業
町 家 利 活 用 事 業 通 年 本 町 1 1 − 1 8 ７ 名 理 事 、 会 員 、 市 民 、 来

街 者 延 べ ３ ０ ０ 名 以 上
３ ６ ０

調 査 研 究 ・ 情 報 収 集 及 び 提 供
Ｈ Ｐ 作 成 管 理 及 び メ ー
ル マ ガ ジ ン 発 信 な ど

通 年 本 町 1 1 − 1 8  ３ 名 情 報 を 受 け 取 る こ と が
で き る 市 民 の 不 特 定 多
数

４ ０

ま ち づ く り 推 進 の た め の 人 材 育 成
ワ ー ク シ ョ ッ プ 、 研 修通 年 事 務 所 、 高 等 学

校 、 大 学 な ど
6名 市 民 約 3 0 名 、 学 生 約

1 0 0 名
０

そ の 他 第 ３ 条 の 目 的 を 達 成 す る た め の 事 業
町 家 d eク ラ ス 2 0 2 3 1 1 月 3日 ～ 2 6日 倉 敷 市 本 町

1 1 − 1 8、 岡 山 県
備 中 地 域

６ 名 市 民 ６ ０ ０ 名 以 上 ０

再 生 町 家 賃 貸 利 活 用 事
業

４ 月 １ 日 ～ 令 和
６ 年 ３ 月 ３ １ 日

倉 敷 市 本 町 1 1 -
1 6 ,東 町 1 －
2 4 . 2 5な ど

５ 名 理 事 ・ 会 員 ・ 市 民 ・ 来
街 者 多 数

３ ４ ３ ９

そ の 他 、 講 演 会 、 チ ラ シ 配 布 、 な ど






